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表1　試験区の構成
1　は　じ　め　に

乾草調製を行う場合，東」ヒ地方のように冷温な気候下で

しかも天候が不順な状況では，安定的に良質な乾草をっく

ることは困難である。更に，貯蔵中において，人畜に有害

なカどの発生や品質劣化が起きる場合が多い。

そこで，本試験では添加剤を使うことによって，多湿乾

草（水分30％前後の乾草）を対象とした場合に，貯意中で

あってもカどの発生や品質の劣化が抑えられた乾草が維持

できるかどうかを検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験地：福島県畜産試験場内閲場（標高295m，年平

均気温11．1℃）

（2）原料草：イタリアンライグラス・オーチャードグラス

のイネ科混摘草（1番草出穂時刈取）

（3）処理方法

梱包はミニロールベーラで行い，1個当りのミニロール

ベールの規格が密度で90．6±6．8kg／ポ（水分18％の場合），

サイズ（直径）で51．4±4．1cmであった。

そのべ一ルを図1のように舎内で堆積した。また，梱包

する際に，百かけ噴霧器により添加剤を散布し，処理区分

は表1に示した通りである。
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図1　ミニロールベールの堆積状況（貯蔵状況）
［※　斜線部分が温度観測箇所］

試験 区 使 用 添 加剤
添 加 車

調製 時 ベ

ー ル東 嶺
水分 （％）

（％ ） （k g ／個 ） 調製 時 開 封 時

水　 分

無　 処　 理 0 1 1．1 ± 0．5 18．8　 14 ．3

尿　　　 素 2 1 1．5 ± 0．4 2 0 ．1　 17．1
18 ％ 区 プ ロ ビ オ ン

酸 アンモニウム 3 10．9 ± 1．3 16 ．0　 18．4

水　 分

無　 処　 理 0 16．0 ± 1．5 3 0．2　 2 3．0

尿　　　 素 2 15 ．2 ± 1．1 2 9．5　　 2 4 ．5

3 0 ％ 区 プ ロ ピ オ ン
酸 アンモニウム

3 1 5 2 ± 0 ．5 3 0．1　 2 6 ．9

露添加量は現物当りに対する割合（調査点数10点）

（4）貯蔵期間

水分18％区：1989年6月1日～7月28「l（58日間）

水分30％区：1990年5月25日～7月25日（62日間）

の2区を2か年間にわたり調点し－各区とも梅雨明け後に

開封した。

3　試験結果及び考察

州　貯蔵中の温度推移状況

水分18％区においては．各処理抑こよるはっきりした温

度差がみられず，竃温に近い温度推移をした。

それに対して，水分30％区では図2に示した温度推移を

し，特徴的なこととして，プロピオン酸アンモニウム3％

添加区（P区）が他処理区よりも早期に温暖上昇するとと

もに短期間で．しかもその後は室温に近い温度推移であった。

l：1　5　7　9　日】：11∫11719　21Zl　どi　27：狩＋31てi：茄　37　二七I
貯　瞳　日　数（11）
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図2　水分30％区の場合
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（2）カどの発生状況

水分18％及び30％乾草の両方にわたって．尿素2％添加

区（U区）並びに無処理区（N区）ではカどの発生が見ら

れ，特にN区で著しいカどの発生が確認されるとともにカ

ビ臭も強かった。しかし，P区についてはカどの発生並び

にカビ臭がほとんど認められなかった（表2．3）。

表2　水分18％区の場合

観察部位

試験区分

上段 中段 下段

外　　 内 外　　 内 外　　 内

無　 処　 理 ＋＋＋　＋十十 ＋十＋　＋＋＋ ＋＋　　 ＋＋＋

尿　　　 素 ＋＋　　　 ＋ －　　　　 ＋ －　　　　 ＋
プロピオン酸
アンモニウム

表3　水分30％区の場合

観 察部位

試験 区分

上段 中 段 下段

外　　　　 内 外　　　　 内 外　　　 内

無　 処　 理 十＋十＋　十十＋十 ＋＋＋＋　＋＋＋ ＋＋　＋十＋

尿　 素

プロキオ ン酸

ア ンモニウム

十十十十　＋＋＋＋ ＋十十　　　　 一 十＋十　　 一

往，＋＋＋十：全血全矧こわたりカビが朗著に発生し．カビ臭は強い。
＋＋＋：全面全矧こわたりカヒ邪軽微に発生し，カビ臭は弱い。
＋＋　：部分的ではあるがカビが顕著に発生し．カビ臭は強い。
＋　　：部分的ではあるがカピが軽微に発生し，カビ臭は弱い。

：カどの発生は見られず．カビ臭がしない。

（3）成分含垣の変化（DM％）

水分18％乾草ではいずれの処理区問にも有意差（P＜

0．01）が見られなかった（表4）。

表4　水分18％区の場合

区　 分
サ ンプル
採取月 日

C P　 A D F 芳解等

原　 料　 草 6／1 11，7 a　3 5．6 a 60．3 a

無　 処　 理

7／28

11．1a　36．1a 54．3a

成　　　 案 15．2a　3 5．4 a 56．3a

プロピオン酸
ア ンモニウム

13．3a　36．2 a 54．8 a

一・方一水分30％乾草では，貯蔵前の原料草並びに各処理

区（N，U，Pの3区）の成分含量の比較において，まず．

CPについてはU区が他区より有意に高い値を示すととも

にP区は原料華並びにN区よりも有意に高い値を示した

（P＜0・01）。また，ADIN（酸性デタージェント不溶性

窒素）でもCPと同様にU区は他区よりも有意に高かった

が，ADF，NDFについてみるとP区はN，U区よりも

有意に低い値を示したくP＜0．01）。

次に，乾物分解率は原料苧（62．3）＞P区（55．3）＞U

区（52．6）＞C区（51．6）という帽で有意に低い値を示し

た（P＜0．01）。しかし．P区は他の2処理区（N．C区）

よりも有意に高い値を示し（P＜0．01），消化性の劣化が

低く抑えられたことが認められた（表5）。

表5　水分30％区の場合

区　 分 サンプル
採取月日

C P　 A D F A D IN N D F 芽解黎

原　 料　 草 5 ／25 12．O b　34．7 b　 o．13a　57．7 a　 62．3d

無　 処　 理

7 ／25

11．7 a　36．4 C　 o．13a　60．7 b　 5 1．6 a

尿　　　 素 16．6 d　34．4 bc o．19 b　59．2ab 52．6 b

プロピオン酸

アンモニウム
13．6 C　33．2 a　 O．13a　56．7 8　 55．3 C

※ADIN：酸性デクージ1ント不溶性窒素
注．処理区間のアルファベット異文字間にl勉水準で有意差
あり（調査点数6点）

4　ま　　と　　め

（1）適用する乾草の水分は．30％前後とする。

（2）添加剤としては，プロピオン酸アンモニウムが最も効

果的である。

プロピオン酸アンモニウム添加の効果として特に，

1）貯蔵中の温度推移を低めに抑えて．しかも温度上昇が

短期間である。

2）カどの発生及びカビ臭を抑えることができる。

3）乾物分解率等の劣化を低めに抑えることができる。
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